
世界初のカラー撮影胃カメラ用の電球を1954年に開発。以来、卓越した技術力
で高精度の小型電球を作り続け、現在主力としている検眼鏡用電球では国内シェ
ア80％を占める。

繊細な作業が求められる小型電球作り

同社は、直径1.5ミリにも満たない小型電球を中心に手がけている。極小のガラス管を作っ
たり、直径0.05ミリ程度のフィラメントをガラス管内に取り付けたりといったように、その
製造は繊細な作業の積み重ねである。特に、精密機器向けの場合、ガラスにほんのわずかな傷
が付くことも許されないばかりか、光軸（ガラスの中心と焦点を結ぶ、光が屈折しない方向）
の公差（許容される誤差の限界）は0.1ミリと、一般的な電球の10倍の精度が求められる。

検眼鏡用電球で国内トップシェアを獲得

同社では、機械でも製造するのが難しいこうした
高い精度をもつ電球を、熟練の職人が手作業で作り
上げている。 1954年には、世界初のカラー撮影胃
カメラ用の小型電球を開発。以来、医療機器や顕微
鏡、分析機器などの精密機器に用いられる小型特殊
電球を作り続けており、とりわけ、検眼鏡用電球で
は国内シェア80％を占めるに至っている。

これまでにない電球を生み出す

新たな電球の開発にも、意欲的に取り組んでいる。
2001年には、フィラメントを覆う部分に紫外線を
通しやすい特殊ガラスを用い、先端部分をレンズ状
に加工することで、紫外線や可視光線の放射エネル
ギー量を従来品の２倍に高めた「紫外線透過レンズ
ランプ」を開発。主に血液の分析機に使われている。
低電流・低電圧でも十分なエネルギー量を得られる
こともあって機器の省力化につながり、ユーザーか
ら高い評価を得ている。
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